
日本光学会フェロー表彰候補者 推薦書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付　　　   年     月     日
１．推薦者
	推薦者氏名
	
	日本光学会　会員番号
	

	推薦者情報
（該当する選択肢の□を■へ書き換えてください）
	
□日本光学会フェロー
□在籍累計年数10年以上の本会正会員


	現職
	
	メール
アドレス
	

	候補者との
関係
	





２.　フェロー表彰候補者
	候補者氏名
	
	フリガナ
	

	在籍累計会員年数
	
	日本光学会　会員番号
	

	現職
	
	メール
アドレス
	

	専門領域
	



推薦にあたっての注意事項
（1） 推薦時および理事会決定時に在任中の日本光学会役員（理事・監事）はフェロー表彰候補者及びフェロー表彰候補者推薦者にはなれません． 
（２）　表彰対象者は，原則として推薦時に在籍累計年数10年以上の正会員（推薦時に正会員である方）です．
（３）　推薦者・候補者，および推薦協力者の現職について，ご退職されている場合は前職をご記入ください．
（４）　推薦書は当該年度１年限り有効です．推薦された候補者が選考されず，次年度も同一候補者を推薦したい場合は，新たに推薦書を提出してください．
（５）　項目6および7に関して,頁数の追加は差し支えありませんが，両項目合わせて3頁以内で記載してください．それ以外の項目については，記載欄の枠の大きさ変更は可能ですが，頁数は増やさないでください．
（６）　推薦協力シートは，候補者選考の際の重要な書類であるため，2名の推薦協力者からそれぞれ提出されることが望まれます．
（７）　各項目の（注）は削除してから本文を記述してください．

３．フェロー表彰候補者の略歴
	学歴
	（注）
大学学部（あるいは高校，高専）卒以降の学歴をお書きください ．
（記載例　　　年：○○大学○○学部 卒業，あるいは○○高専○○学科 卒業）　
卒業後に学位を取得された方は，学位取得年と取得機関を記してください．











	職歴
	（注）
現職から始め，順次過去に遡っての職歴を記載し，各々の職歴における職位，担当業務内容等を簡潔に記載してください．
（記載例　　　年：勤務先／役職・職位／担当業務等）





































　

４.　フェロー表彰候補者の推薦協力者の選定（２名）

	氏名
	
	フリガナ
	

	現職
	
	メール
アドレス
	

	専門領域および候補者との関係
	





	氏名
	
	フリガナ
	

	現職
	
	メール
アドレス
	

	専門領域および候補者との関係
	




推薦協力者選定にあたっての注意事項
（１）　推薦協力者２名のうち少なくとも1名は候補者の現所属とは異なる機関から選んでください．
（２）　推薦時および理事会決定時に在任中の日本光学会役員（理事・監事）は推薦協力者にはなれません．
（３）　推薦協力者は本会会員でなくとも差し支えありません．
（４）　推薦協力者への推薦協力シート送付を電子メールにて行いますので，必ずメールアドレスをご記入ください．



５．フェロー表彰候補者の業績を最も的確に表すタイトル
	タイトル
（30字以内）
	


（注）候補者の業績を最も的確に表すタイトルを30字以内で分かりやすく記載してください．

６．フェロー表彰候補者の光学分野における業績最もふさわしい区分の□を■に書き換えてください．

	業績の区分
	□ 学術・研究　　□ 産業貢献　　□ 教育・公益

	業績の内容
	（注）
選択した業績区分を中心に候補者の個人の業績を，光学の発展に関する貢献の視点から，その内容を具体的に，分かりやすく記述してください．
なお，産業貢献業績の場合，学術研究の観点だけでなく，
1． 当該産業技術領域と日本光学会における技術領域との関係
2． 当該産業技術における候補者の貢献の位置づけ（新規発見・新規開発，理解の深化・高度化，性能向上，技術の普及，コストダウン，・・・）
をわかりやすく記述してください．

またいずれの業績区分においても，グループでの成果の場合にはその中での候補者の役割が分かるように記述してください．
本項目6および次の項目7については，頁数の追加は差し支えありませんが，合わせて3頁以内で記載してください．


































７．上記業績を実証する具体例
上記で選択した業績区分において，候補者の業績を最もよく表す具体例を主に記載してください．その業績区分以外でも業績評価に参考になる事項があれば記載してください． 

	（注）
[bookmark: OLE_LINK1]・主要論文は10編以内とし，その要点を1行程度で記載，共著者名（候補者に下線），論文題目，論文誌名，巻数，初めと終わりの頁数，（出版年）を記載してください．
・特許の場合は，特許番号, 特許登録日, 共同発明者氏名を記載し，これにより製品化された例があれば記載してください．
・なお，業績区分を産業貢献とした場合，論文・登録特許だけでは表現しにくい部分があることも予想されるので，以下の事項等についても当てはまることがあれば，項目6と対比させながら具体的に記述してください．
1． 新聞・雑誌等掲載（企業が発刊する社外向け技術雑誌なども含む）（年月，内容）
2． 国際会議，国内会議（応用物理学会講演会を含む）での招待講演（学会名，年月，講演題目）
3． 応用物理学会の技術領域と関係する公的委員会等での活動（委員会名，主催，年月）



































	機関誌
記事掲載数
	
	Opt.Rev.掲載
論文数
	

	OPJ等の講演
回数（共著者である場合も含む）
	
	特許登録件数
	


・同姓同名の著者がいる場合もありますので，論文題目や所属を確認しながら，正確な数をご記入ください．


８．その他，本学会での活動に関する事項
	本会における受賞
	本人が受賞したものを記載してください．研究グループ、支部等での受賞も含みます．









	本会の運営にかかわる活動
	本部委員会・支部/研究グールプ活動等．役職および在職期間もご記入をお願いいたします．















	本会が主催/共催する国際会議等での活動
	











９．その他，特記事項があればご記載ください
	たとえば，国際，国内の他学会，他協会などからの受賞，あるいは他学会，他協会における活動など，候補者の活動を適格に示すものであれば記述してください．




















－6－
